
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明るく開放的な図書館 ～自然の光と木のぬくもりを感じる～ 

誰もが利用しやすい図書館 ～「人」と「本・情報」をつなぐ～ 

 

中央図書館リニューアルの概要 
 

① こどもとしょしつ「おはなしのへや」の拡充 

読み聞かせ等、本を通した交流が促進されるよう、居心地のよい空間を整備。 

② (仮称)アクティブラーニングルームの新設 

主な対象を小学生(中高学年)、中学生、高校生とし、図書資料やインターネット

を活用して話し合いながら学習や課題解決に取り組むことができる空間を整備。 

③ (仮称)ワークショップルームの新設 

本を通じたイベントで区民同士が交流できる空間を整備。 

交流できる図書館  ～「人」と「人」をつなぐ～ 

 

① 読書バリアフリー環境の充実 

障害のある方が利用しやすい形式で読書できるよう、大活字本・LL ブック・DAISY

図書の充実 、DAISY再生機ブースの設置、車いす席・拡大読書席の移設等を実施。 

② 郷土･資料調査室「企画展コーナー」のレイアウトの変更 

浮世絵や和書等の貴重資料等を落ち着いて観覧し、台東区の歴史や文化が学べる 

よう、観覧スペースを拡大。 

③ カウンターの拡充 

利用者が気軽に読書相談ができるよう、明るく広々としたカウンターを設置。 

④ Wi-Fi環境の整備及び電子機器持込席の増設 

図書館資料やインターネットを活用して資料の作成等ができるよう、Wi-Fi環境を 

整備し、電子機器持込席を増設。 

⑤ ICTの活用 

視覚的にわかりやすく図書館情報を案内するため、デジタルサイネージを設置。 

館内及び Web上からの予約が可能な閲覧席予約システムを導入。 

① 図書館全体を木目調にリニューアル 

姉妹･友好都市の木材を活用し、全フロアを温かみのある木目を基調とした明るく 

居心地のよい空間にリニューアル。 

② 図書館案内サインのデザイン･色の統一化 

  統一感のあるわかりやすい案内サインを整備。 

 

資料２－２ 


